
令和２年度
　

菊川市一般会計補正予算（第４号）説明資料

静　岡　県　菊　川　市





款 01 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

議会費 項 議会費 01 議会費 所属 0104010000-0000 議会事務局

事　　業

0001 議員報酬等費 (簡略番号：000004) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 107,590 △78 107,512 21,514 85,999

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 107,590 △78 107,512

＜総合計画における位置付け＞
　その他事業 77 市民の代表である市議会議員の活動が円滑かつ適正に行われるとともに、
　効率的で開かれた議会の運営ができる環境の充実
　概　　要　 02 議員活動の支援の実施
　事　　務　 03 現職議員の支援

＜事業の目的＞
　地方自治法第203条第３項及び第４項の規定に基づき、議員に対する報酬、期末手当及び
　費用弁償を支給する。

＜事業の概要＞
　議員活動の対価として報酬、期末手当、費用弁償等を支給する。

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 1,140 △78 23 投資及び出資金

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　全国市議会議長定期総会（東京）、東海市議会議長会総会（岐阜市）、全国自治体病院経
　営都市議会協議会（東京）の会議が書面決議となったため、それに伴う費用弁償を減額す
　る。
　
　【補正概要等】
　費用弁償　△78千円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 62,820 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 21,744 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 21,886 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 107,590 △78

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

01款 01項 01目 000100000事業 議員報酬等費
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款 01 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

議会費 項 議会費 01 議会費 所属 0104010000-0000 議会事務局

事　　業

0006 議会会議費 (簡略番号：011318) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 4,576 △434 4,142 1,160 2,983

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 4,576 △434 4,142

＜総合計画における位置付け＞
　その他事業 77 市民の代表である市議会議員の活動が円滑かつ適正に行われるとともに、
　効率的で開かれた議会の運営ができる環境の充実
　概　　要　 01 開かれた議会の推進
　事　　務　 01 本会議・委員会等の運営

＜事業の目的＞
　議員及び議会の活動の支援、円滑かつ適正な議会運営を図る。

＜事業の概要＞
　こども議会の開催、ペーパーレス会議の運営、他市議会視察受け入れなど、議員、議会活
　動の支援や、円滑な議会運営を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　会計年度任用職員の任用の不要に伴う報酬及び通勤手当の減額、こども議会中止に伴う記
　念品代及び保険料の減額、議会報告会中止に伴う託児委託料、会場使用料の減額、全国市
　議会議長会定期総会（東京）、東海市議会議長会総会（岐阜市）、全国自治体病院経営都
　市議会協議会（東京）の会議が書面決議となったことに伴う旅費を減額する。

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 88 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 559 △83 23 投資及び出資金
09 交際費 300 24 積立金

　
　【補正概要等】
　会計年度任用職員報酬及び費用弁償　　△326千円
　こども議会記念品代及び保険料　　　　△ 12千円
　議会報告会託児委託料及び会場使用料　△ 26千円
　総会・協議会に伴う旅費　　　　　　　△ 70千円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 313 △313 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 202
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 392 △11 25 寄附金
11 役務費 1,174 △9 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 1,548 △18 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 4,576 △434

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

01款 01項 01目 000600000事業 議会会議費
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款 02 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 01 一般管理費 所属 0101010100-0000 総務課

事　　業

0002 職員研修費 (簡略番号：000135) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 3,494 △995 2,499 2,499

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 748 △486 262

一般財源 2,746 △509 2,237

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 05 まちづくりに市民と行政が共に取り組むまち
　政　　策 04 未来に向かって行財政機能を高めるまちづくり
　施　　策 01 市役所の組織力を高めます

＜事業の目的＞
　人材育成基本方針に定める求める職員像、「“市民とともに　まちの未来を描き　意欲を
　持って挑戦していく”自律型プロフェッショナル職員」を実現するため、「研修制度」の
　推進を図る。同方針に基づく「職員研修計画」を作成し、計画的に職員研修を実施するこ
　とにより、職務遂行に必要な知識、技能等の取得を図る。

＜事業の概要＞
　新たな行政需要や多様化する市民ニーズに応えるため、職員は不断に知識、技能等の習得
　・向上に努める必要がある。業務の中で知識・技能を習得・向上させる「ＯＪＴ（Ｏｎ-t
　he-Job Training)」はもとより、研修計画に基づき、市実施研修や外部派遣研修等を実施
　し、職員の能力向上を図る。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症対策として中止した３市広域研修のうち菊川市が開催担当とな
　る研修数の減（４研修）に伴う減額
　
　【補正概要等】
　議会対応研修（主幹級～部長級の職員）の中止
　研究テーマ創案・実践研修（第１、３、５回）の中止
　企画立案研修（係長級から主幹級の職員）の中止
　話し方研修（採用７年目から係長級未満の職員）の中止

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 986 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 17 25 寄附金

　
　①広域研修委託料（４研修）　△973千円
　
　②会場使用料（５日分）　△22千円
　
　合計　①＋②＝995千円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 583
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 26 公課費
12 委託料 1,886 △973 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 22 △22 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,494 △995

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
諸収入 22050201016 県市町村振興協会研修助成金【総務課】 △486

02款 01項 01目 000200000事業 職員研修費
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款 02 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 01 一般管理費 所属 0101030200-0000 財政課

事　　業

0005 行財政改革推進費 (簡略番号：000204) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 761 △398 363 363

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 761 △398 363

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 05 まちづくりに市民と行政が共に取り組むまち
　政　　策 04 未来に向かって行財政機能を高めるまちづくり
　施　　策 05 健全で安定した行財政運営を構築します（企画政策課）

＜事業の目的＞
　効果的かつ効率的な行政運営を推進し、財源確保のため必要な情報の取得や分析を行い、
　限られた資源を集中して活用するなど将来にわたって市民が安心して暮らすことができる
　健全な行財政基盤の確立を目指す。

＜事業の概要＞
　庁内組織「菊川市行財政改革推進本部」と市民代表等で構成する「菊川市行財政改革推進
　懇話会」を核として推進を図るとともに、民間活力の活用、業務改善、効率化等の行財政
　改革に取り組む。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症の拡大防止対応により、官民連携研修会の開催を中止とした
　ことによる減額
　【補正概要等】
　　官民連携研修講師謝礼の減　△200千円
　　バス借上料　△198千円
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 455 △200 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 108 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 198 △198 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 761 △398

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

02款 01項 01目 000500000事業 行財政改革推進費
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款 02 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 05 財産管理費 所属 0101030200-0000 財政課

事　　業

0001 庁舎施設整備事業費 (簡略番号：000635) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 10,445 △527 9,918 1,686 8,233

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債 2,300 2,300
その他

一般財源 8,145 △527 7,618

＜総合計画における位置付け＞
　その他事業 60 円滑な行政運営を図るため、安全で快適な庁舎機能の保全を行う
　概　　要　 01 適正な庁舎管理
　事　　務　 01 本庁舎・北館の管理業務

＜事業の目的＞
　市役所本庁舎の利用者に対し、安全で快適な施設環境を提供する。

＜事業の概要＞
　市役所本庁舎の長寿命化対策及び効率的な利用に資する施設整備を実施する。

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症対応のため事業の見直しを行い、本年度の執行を取りやめた
　ことによる減額
　【補正概要等】
　　本庁舎３階東側フロアへの予算査定等に対応可能な打合せスペースの設置工事　△527
　千円
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 6,309 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費 4,136 △527
15 原材料費 合　計 10,445 △527

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

02款 01項 05目 000100000事業 庁舎施設整備事業費
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款 02 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 05 財産管理費 所属 0101030200-0000 財政課

事　　業

0002 庁舎管理費 (簡略番号：000639) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 33,489 △41 33,448 10,541 22,908

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 846 846

一般財源 32,643 △41 32,602

＜総合計画における位置付け＞
　その他事業 60 円滑な行政運営を図るため、安全で快適な庁舎機能の保全を行う
　概　　要　 01 適正な庁舎管理
　事　　務　 01 本庁舎・北館の管理業務

＜事業の目的＞
　市役所本庁舎の適正な維持管理により、利用者に安全で快適な施設環境を提供する。

＜事業の概要＞
　本庁舎の建物、敷地、備品の維持管理及び修繕、消耗品、光熱水費、電話回線使用料等の
　経常的経費の管理を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　①本庁舎内線用ゲートウェイの老朽化による、動作不具合に伴う機器の更新修繕費用の
　　　増額
　　②新型コロナウイルス感染症対応のため事業の見直しを行い、庁議室の椅子更新につい
　て本年度の執行を取りやめとしたことによる減額
　【補正概要等】

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 6 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　　①本庁舎修繕料 内線用ゲートウェイ修繕１式　965千円
　　②施設用備品購入費 庁議室椅子更新費用　△1,006千円
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 1,311 △1,006
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 16,149 965 25 寄附金
11 役務費 4,693 26 公課費
12 委託料 9,430 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 250 予備費
14 工事請負費 1,650
15 原材料費 合　計 33,489 △41

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

02款 01項 05目 000200000事業 庁舎管理費
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款 02 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 05 財産管理費 所属 0101030200-0000 財政課

事　　業

0004 庁舎北館解体整備事業 (簡略番号：000677) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 50,738 △50,632 106 44 63

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 50,738 △50,632 106

＜総合計画における位置付け＞
　その他事業 60 円滑な行政運営を図るため、安全で快適な庁舎機能の保全を行う
　概　　要　 01 適正な庁舎管理
　事　　務　 01 本庁舎・北館の管理業務

＜事業の目的＞
　市役所本庁北館跡地を有効活用することにより、市役所来庁者の利便性向上を図る。

＜事業の概要＞
　本庁北館建物の解体撤去及び跡地への駐車場整備、並びに市役所本庁舎駐車場の区画線引
　き直しを行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症対応のため事業の見直しを行い、感染対応用の施設確保のた
　め本年度の執行を取りやめとしたことによる減額
　【補正概要等】
　　北館跡地駐車場整備工事１式　△12,192千円
　　北館解体工事１式　△36,850千円
　　北館取壊しに伴う電話線撤去工事1式　△1,590千円
　

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 62 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費 50,676 △50,632
15 原材料費 合　計 50,738 △50,632

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

02款 01項 05目 000400000事業 庁舎北館解体整備事業
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款 02 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 05 財産管理費 所属 0101040500-0000 小笠市民課

事　　業

0006 旧小笠支所管理費 (簡略番号：000706) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 3,270 △311 2,959 5 2,955

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 3,270 △311 2,959

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 05 まちづくりに市民と行政が共に取り組むまち
　政　　策 04 未来に向かって行財政機能を高めるまちづくり
　施　　策 08 健全で安定した行財政運営を構築します（小笠市民課）

＜事業の目的＞
　旧小笠支所が解体されるまで庁舎等を適切に管理する。

＜事業の概要＞
　旧小笠支所が解体されるまで委託や定期的な巡回を行い旧支所庁舎及び同敷地を適切に管
　理する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症対策に伴う事業内容の見直しによる減額
　【補正概要等】
　　旧小笠支所庁舎　樹木伐採（アカマツ）の取り止め

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 84 25 寄附金
11 役務費 14 26 公課費
12 委託料 3,172 △311 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,270 △311

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

02款 01項 05目 000600000事業 旧小笠支所管理費
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款 02 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 05 財産管理費 所属 0101030200-0000 財政課

事　　業

0008 その他施設管理費 (簡略番号：000739) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,988 194 2,182 1,553 630

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 1 1

一般財源 1,987 194 2,181

＜総合計画における位置付け＞
　その他事業 61 効率的な市有財産の管理を推進する
　概　　要　 02 適正な市有財産の管理
　事　　務　 01 普通財産の管理・有効利用

＜事業の目的＞
　駅前トイレ等の施設の効率的な維持管理により、市有財産の適正な保全を図る。

＜事業の概要＞
　駅前トイレ及びマイクロバス車庫等の維持管理、当該施設に係る火災保険加入手続を行う
　。

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　駅前トイレの多目的トイレにあるベビーチェアの破損取り換え修繕及びオストメイト用
　　の温水器の故障修繕の発生による増額
　【補正概要等】
　　駅前トイレ修繕料
　　ベビーチェア １台　144千円
　　オストメイト用温水器修繕　50千円
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 446 194 25 寄附金
11 役務費 20 26 公課費
12 委託料 1,303 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 219 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,988 194

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

02款 01項 05目 000800000事業 その他施設管理費

9



款 02 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 07 企画費 所属 0101030100-0000 企画政策課

事　　業

0009 政策推進費 (簡略番号：011370) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,130 △189 1,941 1,256 686

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 2,130 △189 1,941

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 05 まちづくりに市民と行政が共に取り組むまち
　政　　策 04 未来に向かって行財政機能を高めるまちづくり
　施　　策 05 健全で安定した行財政運営を構築します（企画政策課）

＜事業の目的＞
　市の最上位計画である「第２次菊川市総合計画」、人口減少や急速な少子高齢化に対応す
　る「第２期菊川市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン＆総合戦略」に確実に取り組むこ
　とにより、持続可能なまちづくりを推進する。

＜事業の概要＞
　アンケートの結果や事業の実績等により総合計画及び総合戦略の進捗状況を把握し、外部
　委員等の意見を踏まえ、今後の事業に反映していく。また、働き方改革を組織全体として
　取り組む。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　働き方改革研修会の実施時期を見直し、次年度以降に延伸することとしたことに伴う関
　　係経費の減額

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 189 △189 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 244 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　【補正概要等】
　　働き方改革における職員研修講師謝礼　△189千円
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 84 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 36
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 14 25 寄附金
11 役務費 439 26 公課費
12 委託料 464 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 660 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,130 △189

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

02款 01項 07目 000900000事業 政策推進費
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款 02 03 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

総務費 項 戸籍住民基本台帳費 01 戸籍住民基本台帳費 所属 0101040100-0000 市民課

事　　業

0003 戸籍住民基本台帳総務費 (簡略番号：001532) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 137,671 137,671 80,714 56,958

財
源
内
訳

国庫支出金 31,659 31,659
県支出金
地方債
その他 22,009 22,009

一般財源 84,003 84,003

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 05 まちづくりに市民と行政が共に取り組むまち
　政　　策 04 未来に向かって行財政機能を高めるまちづくり
　施　　策 04 ＩＣＴ（情報通信技術）を活用し効率的な行政運営をします（市民課）

＜事業の目的＞
　快適で満足度の高い窓口サービスの提供を行う。

＜事業の概要＞
　戸籍法及び住民基本台帳法等に基づく事務を適正に行うため、戸籍や住民基本台帳のデー
　タを管理運用するシステム（住基ネット、コンビニ交付システム、その他関連業務の運用
　システムを含む。）について、システム機器保守の委託やシステム機器のリース料支払を
　管理し、併せて、コンビニ交付システム運用にかかる負担金拠出を行い、事務基盤を整備
　する。また、戸籍法改正に伴うシステム改修業務の委託、マイナンバーカードを使った窓
　口証明書発行システムの導入を行う。システム以外の業務では、窓口業務の委託を管理し
　、適正な窓口業務を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　現在の窓口業務及びシステム端末操作業務委託契約は、令和３年３月31日をもって契約
　期間満了となる。それに伴い令和３年度からの業者選定を行う必要があるため。
　【補正概要等】
　　市民課窓口委託業務一式（36か月）154,044,000円
　
　※上記事業に係る債務負担行為の追加を行うものです。

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 373 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 1,336 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 900 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 66 18 負担金､補助及び交付金 30,877
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 89 26 公課費
12 委託料 86,076 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 17,954 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 137,671 0

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

02款 03項 01目 000300000事業 戸籍住民基本台帳総務費
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款 03 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 02 障害者福祉費 所属 0101050100-0000 福祉課

事　　業

0008 障害者地域生活支援事業費 (簡略番号：002024) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 46,307 △900 45,407 27,494 17,914

財
源
内
訳

国庫支出金 16,584 △450 16,134
県支出金 8,291 △225 8,066

　障がいのある方が、地域生活支援事業（意思疎通支援事業、成年後見制度利用支援事業、
　ガイドヘルプサービス事業、相談支援事業等）を活用し、自立した日常生活や社会生活が
　できるように事業を実施する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症の影響により、手話通訳者奉仕員養成講座を中止としたため
　、講師謝礼を支払う必要がなくなったことから減額補正する。
　【補正概要等】
　　手話通訳者奉仕員養成講座講師謝礼　900千円
　　30,000円（執行見込額）-930,000円（予算額）＝900,000円（補正額）

地方債
その他 10,135 10,135

一般財源 11,297 △225 11,072

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 4,374 △900 22

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 04 障がいのある人が地域のなかで、安心して暮らすことができるまちづくり
　施　　策 02 障がいのある人の地域での活動を促進します

＜事業の目的＞
　障がいのある方が、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう地域の特性や
　利用者の状況に応じ、柔軟な形態により事業を効果的、効率的に実施し、障がいのある方
　の福祉の増進を図るとともに、障がいの有無に関わらず国民が相互に人格と個性を尊重し
　安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与することを目的とする。

＜事業の概要＞

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 1,694 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 367 18 負担金､補助及び交付金 11,011
04 共済費 332 19 扶助費 816

償還金､利子及び割引料

08 旅費 94 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 22 25 寄附金
11 役務費 97 26 公課費
12 委託料 27,500 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 46,307 △900

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16020203010 意思疎通支援事業費補助金 △450

都道府県支出金 17020202010 意思疎通支援事業費補助金 △225

03款 01項 02目 000800000事業 障害者地域生活支援事業費
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款 03 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 06 介護保険推進費 所属 0101050200-0000 長寿介護課

事　　業

0006 特別会計繰出金 (簡略番号：010400) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 488,040 10,461 498,501 498,501

財
源
内
訳

国庫支出金 6,728 5,231 11,959
県支出金 3,364 2,615 5,979
地方債
その他

一般財源 477,948 2,615 480,563

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 02 高齢者が元気にいきいきと暮らせるまちづくり
　施　　策 03 高齢者の生活を支援する介護サービスを推進します

＜事業の目的＞
　介護保険制度を適正に運営するために必要となる市負担金の繰出し。

＜事業の概要＞
　介護保険制度により市が負担すべき財源を介護保険特別会計へ繰出す。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　低所得者軽減保険料の完全実施に伴い介護保険料が減額したことによる繰入金（低所得
　　者保険料軽減繰入金）の増額
　
　【補正概要等】
　　・介護保険特別会計低所得者保険料軽減操出金
　　　第１段階　22,500円→18,000円　4,500円

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　　　第２段階　37,500円→30,000円　7,500円
　　　第３段階　43,500円→42,000円　1,500円
　
　　【国庫　補助率50％】　
　　　第１段階　4,500円×998人×50％＝2,245,500円
　　　第２段階　7,500円×669人×50％＝2,508,750円
　　　第３段階　1,500円×636人×50％＝　477,000円
　
　　　第１段階＋第２段階＋第３段階　≒5,231,000円
　
　　【県費　補助率25％】
　　　第１段階　4,500円×998人×25％＝1,122,750円
　　　第２段階　7,500円×669人×25％＝1,254,375円
　　　第３段階　1,500円×636人×25％＝　238,500円
　
　　　第１段階＋第２段階＋第３段階　≒2,615,000円
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金 488,040 10,461
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 488,040 10,461

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16010110001 低所得者保険料軽減負担金 5,231

都道府県支出金 17010110001 低所得者保険料軽減負担金 2,615

03款 01項 06目 000600000事業 特別会計繰出金
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款 03 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 06 介護保険推進費 所属 0101050200-0000 長寿介護課

事　　業

0006 特別会計繰出金 (簡略番号：010400) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源

　
　　【市費　補助率25％】
　　　第１段階　4,500円×998人×25％＝1,122,750円
　　　第２段階　7,500円×669人×25％＝1,254,375円
　　　第３段階　1,500円×636人×25％＝　238,500円
　
　　　第１段階＋第２段階＋第３段階　≒2,615,000円
　
　　　　
　　※国・県負担金を一般会計で収入し、市負担金分と併せて介護保険特別会計に繰入れる
　。　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額

合　計

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

03款 01項 06目 000600000事業 特別会計繰出金
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款 03 02 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 01 児童福祉総務費 所属 0101060100-0000 こども政策課

事　　業

0022 幼保施設整備補助費（保育） (簡略番号：002460) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 80,159 1,241 81,400 59,836 21,564

財
源
内
訳

国庫支出金 25,441 9,328 34,769
県支出金
地方債 22,900 △7,700 15,200
その他 24,349 24,349

一般財源 7,469 △387 7,082

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 01 安心して子育てができ、子どもが健やかに育つまちづくり
　施　　策 01 教育・保育サービスの充実に取り組みます

＜事業の目的＞
　子どもを安心して育てることができる体制の整備と民間保育所等の経営安定化を図ること
　により、入所児童の保育環境の向上及び保護者の就労と育児の両立支援を図る。

＜事業の概要＞
　保育園借地料、園舎整備借入金及び園舎の新築・増改築等に対する助成を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　子育て安心プラン実施計画の採択を受け、補助基本額が1/2→2/3になったこと及び、令
　和２年度保育所等整備交付金交付要綱の基準単価変更に伴う増額
　
　【補正概要等】
　・認定こども園施設整備補助金（保育分）　1,241千円
　　認定こども園西方保育園園舎増改築・改築工事補助金
　　　（補正後）50,850千円　－（当初）49,609千円＝1,241千円
　・計上金額変更に伴い、債務負担行為額についても変更する。
　
　　工事期間：R2年度～R3年度
　　開園予定：令和4年4月
　　全体総事業費　　　　　　　　　564,888,500円
　　（保育分）増改築
　　　総事業費　　　　　　　　　　525,289,000円
　　　対象経費　　　　　　　　　　435,051,000円
　　　選定額(対象経費の2/3相当)　 290,034,000円…①
　　　補助基本額(2/3相当)　　　　 173,848,000円…②
　　　⇒①と②を比較して少ない金額が補助基本額
　　［補助基本額］173,848,000円
　　［負担割合］国2/3、市1/12、市単1/4×0.9
　　［年度割合］R2年度：20％、R3年度：80％
　　［負担金額］　　　　　　２か年計　　　 内、R2年度分

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 80,159 1,241
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 80,159 1,241

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16020204001 保育所等整備交付金 9,328
地方債 23010501002 合併特例債【こども政策課】 △7,700

03款 02項 01目 002200000事業 幼保施設整備補助費（保育）
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款 03 02 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 01 児童福祉総務費 所属 0101060100-0000 こども政策課

事　　業

0022 幼保施設整備補助費（保育） (簡略番号：002460) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源

　　　国補助(2/3)　 　　173,848,000円　　　34,769,000円
　　　市負担(1/12)　　　 21,730,000円　　　 4,346,000円
　　　市単独(1/4×0.9) 　58,673,000円　　　11,735,000円
　　　支出小計　　　　　254,250,000円　　　50,850,000円
　
　【債務負担行為】（債務負担行為番号000181）
　　全　体　額　（当初）248,048,000円　→（補正後）254,250,000円
　　令和２年度分（当初） 49,609,000円　→（補正後） 50,850,000円
　　令和３年度分（当初）198,439,000円　→（補正後）203,400,000円
　
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額

合　計

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

03款 02項 01目 002200000事業 幼保施設整備補助費（保育）
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款 03 02 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 01 児童福祉総務費 所属 0101060100-0000 こども政策課

事　　業

0024 保育事業費（家庭保育支援） (簡略番号：010875) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 6,044 △452 5,592 288 5,305

財
源
内
訳

国庫支出金 660 △75 585
県支出金 660 △75 585
地方債
その他 1,980 △226 1,754

一般財源 2,744 △76 2,668

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 01 安心して子育てができ、子どもが健やかに育つまちづくり
　施　　策 01 教育・保育サービスの充実に取り組みます

＜事業の目的＞
　児童福祉の増進を図り、子育て家庭を支援するため、傷病等社会的にやむを得ない理由又
　は社会的理由以外の理由により家庭において保育を受けることが一時的に困難となった児
　童を保育する。

＜事業の概要＞
　リフレッシュ・一時保育事業として、保育園５園、認定こども園６園と委託契約を締結し
　家庭において保育を受けることが一時的に困難となった児童の保育を実施する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防のため、リフレッシュ・一時保育事業の利用
　が減少したことに伴う、令和２年４・５月分委託料の不用額の減額
　

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 51 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　【補正概要等】
　・リフレッシュ・一時保育事業委託料　△452千円
　　一時預かり事業（補助率：国1/3、県1/3、市1/3）
　　
　　リフレッシュ・一時保育事業の実施を委託した園に支払う４月・５月分の委託料の減額
　　　①前年度４・５月委託料　　493,000円
　　　②令和２年４・５月委託料　 41,000円
　　　③不用額（①-②）　　 　　452,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 1,684 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 349 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 3,960 △452 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 6,044 △452

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16020204005 子ども・子育て支援事業交付金 △75

都道府県支出金 17020206015 一時預り事業費補助金 △75
諸収入 22050202027 リフレッシュ・一時保育利用料 △226

03款 02項 01目 002400000事業 保育事業費（家庭保育支援）
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款 03 02 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 02 児童措置費 所属 0101060200-0000 子育て応援課

事　　業

0001 児童手当給付費 (簡略番号：002638) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 878,249 179 878,428 742 877,687

財
源
内
訳

国庫支出金 611,666 611,666
県支出金 131,527 131,527
地方債
その他

一般財源 135,056 179 135,235

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 01 安心して子育てができ、子どもが健やかに育つまちづくり
　施　　策 04 子育て世代を応援します

＜事業の目的＞
　中学校卒業までの児童を扶養している方を対象に手当を支給することにより、子育て家庭
　の生活の安定と次世代の社会を担う子どもの健全な育成を図る。

＜事業の概要＞
　中学校卒業までの児童を扶養している方を対象に手当（４か月分ずつ年３回：６月・10月
　・２月）の給付を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症の発生状況を踏まえ、毎年６月中旬に１週間程度実施してい
　る児童手当現況届の集中受付(会場：プラザけやき)を中止し、原則郵便による受付(提出)
　とするため、現況届受付事務委託料を全額減額し、郵送料(料金後納払)を増額補正する。
　※例年、現況届集中受付期間には、受給対象者約3,900人中、2,500人程度の申請・受付
　　がある。　
　
　【補正概要等】
　①児童手当現況届の受付（提出）に係る通信運搬費（役務費）
　　　110円×3,900通＝429,000円
　②児童手当に伴う業務委託（委託料）
　　　現況届集中受付業務の中止による現況届受付事務委託料の減額：△250,000円
　要求額①＋②＝179,000円

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 28 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 142 25 寄附金

　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 2,250 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 147 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費 874,740
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 223 429 26 公課費
12 委託料 719 △250 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 878,249 179

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

03款 02項 02目 000100000事業 児童手当給付費
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款 03 03 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

民生費 項 生活保護費 01 生活保護費 所属 0101050100-0000 福祉課

事　　業

0002 生活困窮者自立支援事業費 (簡略番号：002695) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 9,964 10,639 20,603 6,328 14,276

財
源
内
訳

国庫支出金 7,166 7,979 15,145
県支出金
地方債
その他

一般財源 2,798 2,660 5,458

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 03 地域のなかで、互いに支え合うまちづくり
　施　　策 03 地域のなかでの自立した生活を応援します
　

＜事業の目的＞
　生活保護に至る前の、生活に困窮している者で、今後最低限度の生活を送ることが困難と
　なる恐れのある者に対して、自立促進を図る。

＜事業の概要＞
　生活困窮者自立支援法における、生活困窮者自立相談支援事業の実施、住居確保給付金（
　家賃補助）を支給し、自立した生活が送れるよう支援を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入が減少した生活困窮者への対応として、
　住居確保給付金の支給要件が緩和されたことにより、相談・利用者が増えることが見込ま
　れるため住居確保給付金の支給を増額補正する。
　（３世帯・9か月→70世帯・295か月）
　【補正概要等】
　　住居確保給付金　10,639千円
　　10,974,000円（執行見込額）－335,000円（予算額）＝10,639,000円（補正額）
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 2,531 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 383 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 501 19 扶助費 335 10,639
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 185 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 5 25 寄附金
11 役務費 4 26 公課費
12 委託料 6,020 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 9,964 10,639

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16010109003 生活困窮者自立支援事業負担金 7,979

03款 03項 01目 000200000事業 生活困窮者自立支援事業費
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款 04 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 01 保健衛生総務費 所属 0101050300-0000 健康づくり課

事　　業

0001 医療救護費 (簡略番号：002762) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 3,411 5,064 8,475 480 7,996

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,153 1,381 2,534
地方債
その他 202 642 844

一般財源 2,056 3,041 5,097

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 07 災害に強いまちをつくります（健康づくり課）

＜事業の目的＞
　大規模災害や局地災害、大規模事故等で市民の生命・健康を守る。

＜事業の概要＞
　適切な医療救護活動が行われるよう救護所用品や感染症対策用品の整備・交換等を実施し
　、体制を整備する。

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 38 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

＜令和２年度実施内容＞
　１．県総合防災訓練中止
　【補正理由】
　　県総合防災訓練中止のため。
　【補正概要等】
　　県訓練用報償費　△38,000円
　　→救護所看護師報償費（4.1.1.1.7.1.1）へ38,000円
　　　県訓練用消耗品費　△247,000円
　　　県訓練用印刷製本費　△489,000円
　
　２．新型コロナウイルス感染症対策
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、対策用品を購入するため。
　【補正概要等】
　　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、消毒液やマスク等が品薄により入手困難な状況
　から、市内の社会福祉施設や介護事業所等も必要な資材が確保できない状況に置かれてい
　る。現在、国や県においても消毒液等の提供を行うとされているが、今しばらく時間を要
　する状況であることから、このたび緊急供給として、市独自の支援を行うものである。ま
　た、救護所や指定避難所、公共施設、市内医療機関での予防対策としても、一定量の使用
　や備蓄が必要とされるため、併せて消毒液や防護服等を購入するものである。
　①手指消毒剤 
　　介護・福祉施設、市役所関係部署及び備蓄不足分 　
　・ハンドクイックジェル500ml　2,000円×200本×1.1＝440,000円 
　②マスク 

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 323
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 2,565 5,064 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 34 予備費
14 工事請負費 451
15 原材料費 合　計 3,411 5,064

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 17020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） 1,381

諸収入 22050207024 静岡県市町村振興協会地震・津波対策等減災交付金 642

04款 01項 01目 000100000事業 医療救護費
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款 04 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 01 保健衛生総務費 所属 0101050300-0000 健康づくり課

事　　業

0001 医療救護費 (簡略番号：002762) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源

　・医療用N95マスク（10枚入）2,170円×10箱×1.1＝23,870円 　　
　・避難所用NBC高性能マスク　150円×2,700枚×1.1＝445,500円
　・避難所用使い捨てマスク　40円×50,000枚×1.1＝2,200,000円 
　③救護所、事業用非接触体温計 ・9,600円×２本×1.1＝21,120円 
　④防護服 
　　入院、透析患者対応の市内医院等 
　・5枚（使用人数）×3医院×2枚/日×14日間×2,900円/セット×1.1＝1,339,800円
　⑤医療機関用備蓄品
　・使い捨てキャップ　　12円×2,000枚×1.1＝26,400円
　・フェイスシールド　　220円×1,000枚×1.1＝242,000円
　・医療用マスク　　　　40円×15,000枚×1.1＝660,000円
　・使い捨て長袖ガウン　40円×5,000枚×1.1＝220,000円
　・使い捨て手袋　　　　4円×38,000枚×1.1＝167,200円
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額

合　計

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

04款 01項 01目 000100000事業 医療救護費
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款 04 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 05 母子保健費 所属 0101060200-0000 子育て応援課

事　　業

0001 母子保健事業費 (簡略番号：002861) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 66,037 74 66,111 4,851 61,261

財
源
内
訳

国庫支出金 3,111 36 3,147
県支出金 1,111 1,111
地方債
その他 101 101

一般財源 61,714 38 61,752

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 02 親と子が健やかに成長できるまちづくり
　施　　策 01 母子保健事業の実施で親と子の健やかな成長を支援します

＜事業の目的＞
　　母子保健法（昭和40年度法律第141号）の規定に基づき、母性並びに乳幼児の心身の健
　康の保持及び増進を図ることを目的に、妊産婦や乳幼児を対象とした母子保健事業を実施
　する。

＜事業の概要＞
　　乳幼児を対象とした健康相談、訪問事業などの保健指導及び節目年齢での健康診査の実
　施、妊婦・パートナーを対象とした教室の開催、妊婦・産婦健康診査の受診勧奨を行う。
　　また、出産後の体調や育児に不安がある方を対象とした産後ケア事業や妊娠・出産時に
　ホームヘルパー等を利用した場合の利用料の一部助成、県外等への里帰り出産時に妊産婦
　健診を受診した場合の健診費用の助成（償還払い）などの事業を実施する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症の広がりを受け、不安を抱えている妊婦の方々への支援策と
　して、国において布製マスクを一括購入した上で、市町村において妊婦に対してマスクを
　配布することとなったため、配布に係る経費（郵送料）を増額する。（全世帯への布製マ
　スク２枚配布とは別に配布）
　【補正概要等】
　・市内妊婦への布製マスク送付に係る通信運搬費（役務費）
　　84円×220人×４か月分（６～９月）＝73,920円（国庫補助率：1/2　36,000円）
　　※ 郵送料１通94円のところ大量郵便物（100通以上）のため84円となる。　

07 報償費 36 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 151 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 1,515 25 寄附金

　<配布方法等>
　・令和２年４月から、妊婦一人につき原則月２枚を郵送等で配布する。
　・新たに妊娠した方には、妊娠届出時に、母子健康手帳交付に併せて窓口で配布する。
　・妊娠届出を済ませている妊婦については、郵送で配布する。(対象見込数：220人/月）
　・個別の事情により、マスクの配布を希望しない方に対しては配布を行わない。
　　※ 国では９月までの配布を予定。10月以降の配布は感染状況等によるため、現時点で
　　　 は未定
　　※ ４月配布分は、一部、汚れが付着したもの等が含まれていたことから、国の指示に
　　　 より全ての配布を一時中断し、検品作業のため全品を国に返送。(5/18現在）

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 7,238 16 公有財産購入費
02 給料 2,609 17 備品購入費
03 職員手当等 947 18 負担金､補助及び交付金 100
04 共済費 19 扶助費 1,147
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 206 74 26 公課費
12 委託料 52,075 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 13 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 66,037 74

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16020304001 母子保健衛生費補助金 36
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款 04 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 06 健康増進事業費 所属 0101050300-0000 健康づくり課

事　　業

0002 健康増進事業費 (簡略番号：002951) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,468 △84 1,384 80 1,304

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 877 △56 821
地方債
その他

一般財源 591 △28 563

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 01 適度な運動や正しい食生活でみんなが健康なまちづくり
　施　　策 01 健康増進事業の実施によりみんなの健康を作ります

＜事業の目的＞
　健康増進を総合的に推進することを目的とした健康増進法に基づいて実施する。
　市民が自ら健康増進を図っていくためには、栄養・食生活、身体活動等に関する生活習慣
　の改善が重要である。このため、主に40歳からの生活習慣の改善に向けた働きかけを行い
　、高齢期になっても元気でいられる市民を増やすことを目的とする。
　また、若年がん患者の経済的負担軽減のために補助金を交付する。

＜事業の概要＞
　生活習慣の改善及び栄養改善に関する事業を実施する。
　若年がん患者等支援補助金については、妊孕性温存治療費及び医療用補整具購入費補助、
　在宅療養生活費の助成を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、講師依頼の運動研修の中止や地区活動の縮
　小に伴い、講師謝礼が不要となったことによる減額
　【補正概要等】
　①運動研修会　7,000円×２回＝14,000円（中止）
　②地区活動分　7,000円×10回＝70,000円（25回から15回に縮小）
　補正額　①＋②＝84,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 143 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 890
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 219 △84 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 130 25 寄附金
11 役務費 79 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 7 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,468 △84

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 17020302003 健康増進事業費補助金 △56

04款 01項 06目 000200000事業 健康増進事業費
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款 04 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 09 環境衛生費 所属 0101040200-0000 環境推進課

事　　業

0002 環境美化推進費 (簡略番号：003111) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 4,498 △25 4,473 337 4,137

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 4,498 △25 4,473

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 04 豊かな自然や住みよい環境を未来へつなぐまちづくり
　施　　策 05 循環型社会の推進を図ります

＜事業の目的＞
　住みよい環境を持続させるために、市民と連携した環境衛生活動を推進する。
　

＜事業の概要＞
　環境衛生委員及び環境衛生自治推進協議会への活動支援、市内一斉清掃の開催、家庭ごみ

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 3,483 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 58 23 投資及び出資金

　集積施設の設置に対する補助、年間を通じ実施する美化活動及び不法投棄の処理を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　・一斉清掃用品の購入
　【補正理由】
　　5月31日に開催を予定していた市内一斉清掃が新型コロナウイルス感染症の影響により
　中止となったことから、イベントに必要な用品の購入が不要となった。
　【補正概要等】
　　市内一斉清掃消耗品　△25,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 594
04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 264 △25 25 寄附金
11 役務費 71 26 公課費
12 委託料 28 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 4,498 △25

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

04款 01項 09目 000200000事業 環境美化推進費
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款 04 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 09 環境衛生費 所属 0101040200-0000 環境推進課

事　　業

0010 環境衛生総務費（環境推進課） (簡略番号：003210) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,157 △10 2,147 272 1,875

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 10 10
地方債
その他 248 248

一般財源 1,899 △10 1,889

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 04 豊かな自然や住みよい環境を未来へつなぐまちづくり
　施　　策 03 水質浄化・生活環境の改善を進めます（環境推進課）

＜事業の目的＞
　環境行政全般に係る各種事業を展開する。
　

＜事業の概要＞
　各種計画策定や見直し、進捗状況などを菊川市環境審議会にて審議する。環境対策や施策
　などをＰＲするために生活環境フェスタを開催する。環境行政全般に係る研究会・研修会
　に出席する。
　

＜令和２年度実施内容＞
　・生活環境フェスタ用品購入
　【補正理由】
　　７月25日に開催を予定していた生活環境フェスタが新型コロナウイルス感染症の影響に

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 58 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　より中止となったことから、イベントに必要な用品の購入が不要となった。
　【補正概要等】
　生活環境フェスタイベント品　△10,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 1,680 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 349 18 負担金､補助及び交付金 27
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 43 △10 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,157 △10

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

04款 01項 09目 001000000事業 環境衛生総務費（環境推進課）
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款 04 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 09 環境衛生費 所属 0101040200-0000 環境推進課

事　　業

0013 県総合防災訓練事業費 (簡略番号：013196) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,964 △1,964

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 981 △981
地方債
その他

一般財源 983 △983

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 14 避難情報の適切な伝達と避難体制の強化を図ります（環境推進課）

＜事業の目的＞
　災害対策機能の強化と地域の救護体制を整備するため、大規模地震を想定した防災訓練を
　関係機関と連携して実施することにより総合的な防災力の向上を図る。

＜事業の概要＞
　令和２年８月30日開催予定の静岡県・菊川市・御前崎市総合防災訓練にて遺体安置訓練を
　実施する。協力予定機関：菊川警察署、小笠医師会、小笠掛川歯科医師会ほか

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　８月30日に開催を予定していた静岡県・菊川市・御前崎市総合防災訓練が新型コロナウ
　イルス感染症の影響により中止となったことから、訓練で必要な検視用器具及び歯牙判定
　機等の購入が不要となった。
　【補正概要等】
　・検視用器具　△99,000円
　・歯牙判定機、画像保存用パソコン各１台　△1,865,000円

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 99 △99 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 1,865 △1,865
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,964 △1,964

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 17020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） △49
都道府県支出金 17020801003 地震・津波対策等減災交付金（投資活動） △932

04款 01項 09目 001300000事業 県総合防災訓練事業費
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款 04 02 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

衛生費 項 清掃費 02 衛生施設運営費 所属 0101040200-0000 環境推進課

事　　業

0005 衛生施設総務費 (簡略番号：003354) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 4,854 △280 4,574 755 3,820

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 35 35

一般財源 4,819 △280 4,539

＜総合計画における位置付け＞
　その他事業 70 快適な環境で安心して暮らせるまちづくり
　概　　要　 02 循環型社会の推進を図ります
　事　　務　 01 一般廃棄物の適正処理の推進

＜事業の目的＞
　環境保全センターの適正な管理運営を行う。

＜事業の概要＞
　環境保全センターの管理業務委託
　　浄化槽点検清掃及び消防機器保守点検並びに防犯警備の業務を委託する。
　会計年度任用職員の雇用
　　公共機関ごみ回収業務、不法投棄の回収業務、最終処分場の適正管理業務、電話対応窓
　　口対応に２名を雇用する。
　旅費、負担金
　　廃棄物処理施設技術管理者講習会への旅費や負担金

＜令和２年度実施内容＞
　・旅費、負担金
　【補正理由】
　　今年度開催される廃棄物処理施設技術管理者講習会については、新型コロナウイルス感
　染症感染防止により参加を見合わせることとなったため旅費、負担金とも不要となった。
　【補正概要等】
　　廃棄物処理施設技術管理者講習に伴う旅費　　△159,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負担金　△121,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 3,302 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 716 18 負担金､補助及び交付金 121 △121
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 260 △159 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金 1
10 需用費 21 25 寄附金
11 役務費 145 26 公課費 12
12 委託料 276 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 4,854 △280

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

04款 02項 02目 000500000事業 衛生施設総務費

27



款 06 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 03 農業振興費 所属 0101070500-0000 茶業振興課

事　　業

0015 茶業振興費 (簡略番号：003578) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 13,161 △9 13,152 1,453 11,700

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 7,974 7,974

一般財源 5,187 △9 5,178

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 03 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 02 活力と魅力のある茶のまちづくり
　施　　策 02 茶の消費拡大を図ります

＜事業の目的＞
　菊川市の基幹作物であるお茶の消費拡大を図る。

＜事業の概要＞
　菊川茶の宣伝及び消費拡大事業等を実践し、茶業の安定及び発展を図ることを目的とした
　、菊川市茶業協会への負担金。

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

　また、菊川茶の宣伝や、県内外消費者を招き茶産地からの情報発信を行うグリーンツーリ
　ズム事業を実施する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症対策に伴う給茶機稼働日数（4月・5月）の減
　【補正概要等】
　消耗品費　2,574円の減
　食糧費　5,685円の減

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 10,915
04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 746 △9 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 1,303 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 197 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 13,161 △9

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

06款 01項 03目 001500000事業 茶業振興費
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款 06 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 03 農業振興費 所属 0101070500-0000 茶業振興課

事　　業

0016 農業振興総務費（茶業振興課） (簡略番号：003692) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 714 △5 709 709

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 714 △5 709

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 03 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 02 活力と魅力のある茶のまちづくり
　施　　策 01 活力ある茶業の振興を推進します

＜事業の目的＞
　菊川市の茶業振興を推進する。

＜事業の概要＞
　菊川市茶業振興計画の進捗を図るため、茶業審議会と茶業振興計画検討委員会を開催する
　。
　また、茶文化の継承、海外への普及事業を推進する世界緑茶協会を支援する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症対策に伴う4月・5月会議等の中止による茶関連会議等への出席の減
　の減
　【補正概要等】
　普通旅費　5,480円の減

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 18 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 15 △5 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 144 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 530
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 7 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 714 △5

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

06款 01項 03目 001600000事業 農業振興総務費（茶業振興課）
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款 06 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 03 農業振興費 所属 0101070400-0000 農林課

事　　業

0022 新型コロナ対策小規模企業者緊急応援事業費 (簡略番号：018416) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 8,000 8,000 6,000 2,000

財
源
内
訳

国庫支出金 2,000 3,000 5,000
県支出金
地方債
その他

一般財源 6,000 △3,000 3,000

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 03 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 01 農業振興と次世代農業モデルを推進するまちづくり
　施　　策 03 農業経営基盤の強化を促進します

＜事業の目的＞
　新型コロナウイルス感染症の影響で消費の落ち込みなど経済に深刻な影響が出ているなか
　、売上が大幅に減少し、経営に影響を受けている小規模企業者に対し、雇用の維持と事業
　の継続のため緊急支援を行う。

＜事業の概要＞
　市内で事業を営んでいる小規模企業者で、令和２年３月から同年６月までのいずれか一月
　の売上高が前年同月と比較して大幅に減少しているなど、条件を満たしている場合に給付
　金を交付するもの。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の新設に伴い、予算計上済の新型コロ
　ナウイルス感染症対策事業に当該交付金を充当する。
　
　【補正概要等】
　　財源組替

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 8,000
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 8,000 0

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16020110001 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 3,000

06款 01項 03目 002200000事業 新型コロナ対策小規模企業者緊急応援事業費
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款 06 02 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農地費 03 農業施設維持管理費 所属 0101070400-0000 農林課

事　　業

0002 農業施設維持管理費 (簡略番号：003823) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 14,830 10,230 25,060 2,125 22,936

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 6,511 6,511
地方債
その他 3,488 3,488

一般財源 4,831 10,230 15,061

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 03 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 01 農業振興と次世代農業モデルを推進するまちづくり
　施　　策 05 農業生産基盤の整備と維持管理を行います

＜事業の目的＞
　農道及び用排水路等の土地改良施設を維持管理し、農業生産基盤である優良農地を確保す
　ることにより、生産性の向上及び農用地の有効利用を促進する。

＜事業の概要＞
　市で管理している農業施設の適正な維持管理を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　　馬場井堰損傷により、河川管理者から今までの慣行水利権から許可水利権の取得を指
　　導され、河川許可水利権協議書の作成が必要となったことに伴う委託料の増額
　
　　 
　【補正概要等】
　　・委託費
　
　　　　西方川馬場井堰測量調査業務委託
　　　　　　測量業務・・基準点測量（4級)
　　　　　　　　　　　　路線測量（縦断・横断・平面）
　　　　　　調査業務・・水利状況調査
　　　　　　　　　　　　現況利用可能水量調査
　　　　　　　　　　　　水田かんがい用水量調査
　　　　　　　　　　　　用水基礎諸元の検討
　　　　　　　　　　　　水収支計算
　　　　　　　　　　　　取水実態との整合
　　　　　　　　　　　　河川協議資料の作成
　　　　　　　　　　　　
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 261 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 8,791 10,230 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費 5,778
15 原材料費 合　計 14,830 10,230

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

06款 02項 03目 000200000事業 農業施設維持管理費
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款 07 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

商工費 項 商工費 01 商工総務費 所属 0101070300-0000 商工観光課

事　　業

0002 産業振興推進費 (簡略番号：003932) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 169 △30 139 139

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 169 △30 139

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 03 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 03 商工業が活気あるまちづくり
　施　　策 03 市内企業の応援と進出企業の獲得に努めます

＜事業の目的＞
　地域経済の活性化に向けた市の農商工業、観光等の地域産業の育成、発展について、産業
　関係事業者が行う事業の連携強化を図る。

＜事業の概要＞
　菊川市地域経済活性化推進会議において、産業関係事業者から広く意見を聴取し、施策に

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 66 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 73 △30 23 投資及び出資金

　反映する。また、産業関係事業者等が実施するイベントや研修等に参加をする。

＜令和２年度実施内容＞
　【減額理由】
　新型コロナウイルス感染症の影響に伴うイベント中止による減額
　【補正概要等】
　普通旅費　30,000円の減

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 20
04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 10 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 169 △30

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

07款 01項 01目 000200000事業 産業振興推進費
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款 07 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

商工費 項 商工費 02 商業振興費 所属 0101070300-0000 商工観光課

事　　業

0004 経済変動対策貸付金利子補給事業費 (簡略番号：017879) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 26,000 26,000 26,000

財
源
内
訳

国庫支出金 13,000 13,000
県支出金
地方債
その他

一般財源 26,000 △13,000 13,000

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 03 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 03 商工業が活気あるまちづくり
　施　　策 02 がんばる商業者を応援します

＜事業の目的＞
　新型コロナウイルス感染症による影響を受け業況が悪化している中小企業者等に対し金融
　支援を行うことにより、市内事業者の経営の安定化を図る。

＜事業の概要＞
　新型コロナウイルス感染症による影響を受け業況が悪化している中小企業者等の経営安定
　のために必要な資金を融資した金融機関に対する利子補給金の交付を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の新設に伴い、予算計上済の新型コロ
　ナウイルス感染症対策事業に当該交付金を充当する。
　
　【補正概要等】

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　　財源組替

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 26,000
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 26,000 0

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16020110001 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 13,000

07款 01項 02目 000400000事業 経済変動対策貸付金利子補給事業費
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款 07 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

商工費 項 商工費 02 商業振興費 所属 0101070300-0000 商工観光課

事　　業

0005 新型コロナ対策小規模企業者緊急応援事業費 (簡略番号：018420) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 62,079 62,079 20,000 42,079

財
源
内
訳

国庫支出金 42,079 10,000 52,079
県支出金
地方債
その他

一般財源 20,000 △10,000 10,000

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 03 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 03 商工業が活気あるまちづくり
　施　　策 02 がんばる商業者を応援します

＜事業の目的＞
　新型コロナウイルス感染症の影響で消費の落ち込みなど経済に深刻な影響が出ているなか
　、売上が大幅に減少し、経営に影響を受けている小規模企業者に対し、雇用の維持と事業
　の継続のため緊急支援を行う。

＜事業の概要＞
　市内で事業を営んでいる小規模企業者で、令和２年３月から同年６月までのいずれか一月
　の売上高が前年同月と比較して大幅に減少しているなど、条件を満たしている場合に給付
　金を交付するもの。
　

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の新設に伴い、予算計上済の新型コロ
　ナウイルス感染症対策事業に当該交付金を充当する。
　
　【補正概要等】
　　財源組替

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 62,000
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 79 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 62,079 0

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16020110001 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 10,000

07款 01項 02目 000500000事業 新型コロナ対策小規模企業者緊急応援事業費
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款 07 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

商工費 項 商工費 02 商業振興費 所属 0101070300-0000 商工観光課

事　　業

0006 新型コロナウイルス感染症対策支援事業費 (簡略番号：018460) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 83,372 83,372 21,600 61,772

財
源
内
訳

国庫支出金 3,872 17,000 20,872
県支出金 44,750 44,750
地方債
その他

一般財源 34,750 △17,000 17,750

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 03 商工業が活気あるまちづくり
　施　　策 03 がんばる商業者を応援します

＜事業の目的＞
　新型コロナウイルス感染症により影響を受けた市内中小企業者及び個人事業主等への経済
　対策等を図る。

＜事業の概要＞
　新型コロナウイルス感染症により、経営に大きな影響を受けている中小企業者及び個人事
　業主等に対し、雇用の維持、事業の継続に係る支援等を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の新設に伴い、予算計上済の新型コロ
　ナウイルス感染症対策事業に当該交付金を充当する。
　
　【補正概要等】
　　財源組替

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 1,206 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 10
03 職員手当等 175 18 負担金､補助及び交付金 2,400
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 79,500 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 64 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 17 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 83,372 0

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16020110001 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 17,000

07款 01項 02目 000600000事業 新型コロナウイルス感染症対策支援事業費
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款 07 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

商工費 項 商工費 04 観光費 所属 0101070300-0000 商工観光課

事　　業

0007 観光情報発信事業費 (簡略番号：004066) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,086 △6 1,080 80 1,001

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 1,086 △6 1,080

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 03 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 04 人が訪れるまちづくり
　施　　策 01 市民力による魅力発信を支援します

＜事業の目的＞
　市内の魅力ある地域資源を活用した観光情報を発信し、市の認知度の向上と観光交流客数
　の増加を図る。

＜事業の概要＞
　菊川市の認知度を向上させるため、市内外におけるイベント及び観光情報を収集、整理し

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 24 23 投資及び出資金

　て情報発信を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症に伴う桜まつり中止による減額
　【補正概要等】
　桜まつり電気料　6,000円の減

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 900 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 66 18 負担金､補助及び交付金 55
04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 41 △6 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,086 △6

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

07款 01項 04目 000700000事業 観光情報発信事業費
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款 07 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

商工費 項 商工費 04 観光費 所属 0101070300-0000 商工観光課

事　　業

0010 小菊荘管理費 (簡略番号：004096) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,432 1,072 2,504 36 2,469

財
源
内
訳

国庫支出金 196 196
県支出金
地方債
その他 112 112

一般財源 1,124 1,072 2,196

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 03 活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち
　政　　策 04 人が訪れるまちづくり
　施　　策 01 市民力による魅力発信を支援します

＜事業の目的＞
　小菊荘運営委員会を開催し、施設の維持管理及び運営状況を指定管理者から把握すること
　により健全な運営を図る。

＜事業の概要＞
　小菊荘運営委員会を年２回開催し、運営状況の確認及び助言を行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　小菊荘営業再開にあたり、新型コロナウイルス感染症対策を図りつつ宿泊施設の利便性
　を向上させることを目的に新規にWi-Fi設備を設置する。
　【補正概要等】
　・新規Wi-Fi利用料　@8,000円×9か月（7月～3月）
　・新規Wi-Fi設備設置委託料　一式　1,000千円

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 42 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 156
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 1,162 25 寄附金
11 役務費 36 72 26 公課費
12 委託料 1,000 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 36 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,432 1,072

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

07款 01項 04目 001000000事業 小菊荘管理費
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款 08 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

土木費 項 土木管理費 01 土木総務費 所属 0101070100-0000 建設課

事　　業

0001 公用車管理費（建設課） (簡略番号：004176) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 5,101 △3,986 1,115 26 1,090

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 2,292 △2,292
地方債
その他

一般財源 2,809 △1,694 1,115

＜総合計画における位置付け＞
　その他事業 78 道路等の適正な維持管理を図る
　概　　要　 01 道路等の財産管理・許可
　事　　務　 03 適切な道路維持管理

＜事業の目的＞
　現場対応や道路パトロールなどで使用する公用車の維持管理を行う。

＜事業の概要＞
　公用車の維持管理

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　県総合防災訓練中止に伴う車両更新見送りによる減額、並びに現有車両の車検及び修繕
　が必要となったことによる増額補正
　【補正概要等】
　　車両購入費の減額、並びに車検整備及び点検費用、消耗品取換費用、車検手数料、保険
　料、重量税に係る所要額の調整

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 472 551 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 4,477 △4,477
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 134 △78 26 公課費 18 18
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 5,101 △3,986

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 17020801003 地震・津波対策等減災交付金（投資活動） △2,292

08款 01項 01目 000100000事業 公用車管理費（建設課）
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款 08 02 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

土木費 項 道路橋梁費 01 道路橋梁総務費 所属 0101070100-0000 建設課

事　　業

0001 道路橋梁総務費 (簡略番号：004227) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 11,099 △4 11,095 1,560 9,536

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 11,099 △4 11,095

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 05 良好な住環境や道路・公園を次世代に引き継ぐまちづくり
　施　　策 07 橋梁や道路施設を適切に維持管理し、長寿命化を図ります

＜事業の目的＞
　道路橋梁の適正な施設管理を行うとともに、道路関係団体の活動を通して事業の促進を図
　る。

＜事業の概要＞
　道路橋梁の施設管理に係る費用及び道路関係団体の負担金

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症の流行により、各種団体の総会及び会議が中止になったことに
　よる減額
　【補正概要等】
　普通旅費の減　△4千円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 3,863 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 871 18 負担金､補助及び交付金 283
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 174 △4 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 5,739 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 28 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 141 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 11,099 △4

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

08款 02項 01目 000100000事業 道路橋梁総務費
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款 08 04 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

土木費 項 都市計画費 01 都市計画総務費 所属 0101070200-0000 都市計画課

事　　業

0001 都市計画推進費 (簡略番号：004578) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 21,424 △1,891 19,533 15,453 4,081

財
源
内
訳

国庫支出金 3,378 3,378
県支出金
地方債
その他

一般財源 18,046 △1,891 16,155

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 05 良好な住環境や道路・公園を次世代に引き継ぐまちづくり
　施　　策 01 良好な住環境をつくります

＜事業の目的＞
　市内の均衡ある発展と都市機能と自然環境が共生するまちを目指すため、都市計画法等の
　適切な運用を図り、調和の取れた土地利用の誘導を図る。

＜事業の概要＞
　・菊川市都市計画審議会の開催

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 21 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 167 23 投資及び出資金

　・都市計画に係る事務
　・立地適正化計画の策定
　・地図管理
　・都市計画協会等の参加

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　都市基本図修正業務委託費確定見込みによる減額
　【補正概要等】
　必要額ー当初予算額＝補正額
　11,040,000円ー12,931,000円＝△1,891,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 81 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 305
04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 179 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 20,671 △1,891 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 21,424 △1,891

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

08款 04項 01目 000100000事業 都市計画推進費
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款 08 04 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

土木費 項 都市計画費 02 街路事業費 所属 0101070200-0000 都市計画課

事　　業

0003 県費補助青葉通り嶺田線整備事業費 (簡略番号：004651) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 23,694 23,694 23,694

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 5,750 5,750
地方債 17,000 △17,000
その他

一般財源 944 17,000 17,944

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 05 良好な住環境や道路・公園を次世代に引き継ぐまちづくり
　施　　策 03 幹線道路や生活道路を整備します（都市計画課）

＜事業の目的＞
　(都)青葉通り嶺田線は、一級河川菊川水系牛淵川を横断する小笠地区の主要な道路である
　とともに、通学路に指定されているなど生活道路として利用されているが、道路幅員が狭
　く、老朽化した小松洗橋は幅員が狭小で自動車のすれ違いができない状況であり、特に朝
　の通勤・通学が重なる時間帯は危険であり、橋梁の改修及び歩道の設置が急務となってい
　る。

＜事業の概要＞
　県の都市計画街路事業補助金を活用し、（都）青葉通り嶺田線の小松洗橋から（主）掛川
　浜岡線交差点までの区間の調査設計と関係機関との協議を行い、国庫交付金での事業化に
　向けて検討する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　静岡県との起債協議において、「測量設計調査業務については起債対象だが、令和６年
　度までの新市建設計画期間内に効果発現を確認することが困難であるならば、合併特例債
　の充当について慎重に検討いただきたい」との指摘を受けたことに伴う財源組替
　
　
　【補正内容】
　　地方債から一般財源への財源組替

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 26 公課費
12 委託料 23,694 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 23,694 0

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
地方債 23010501004 合併特例債【都市計画課】 △17,000

08款 04項 02目 000300000事業 県費補助青葉通り嶺田線整備事業費
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款 08 04 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

土木費 項 都市計画費 05 地区計画推進費 所属 0101070200-0000 都市計画課

事　　業

0001 社会資本整備総合交付金事業潮海寺地区計画 (簡略番号：004682) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 43,239 △13 43,226 6,724 36,503

財
源
内
訳

国庫支出金 16,690 16,690
県支出金
地方債 16,400 16,400
その他

一般財源 10,149 △13 10,136

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 05 良好な住環境や道路・公園を次世代に引き継ぐまちづくり
　施　　策 01 良好な住環境をつくります

＜事業の目的＞
　狭隘道路拡幅整備計画に基づき社会資本整備総合交付金を活用し、官民協働で潮海寺地区
　の都市基盤整備を行い、狭隘道路整備率の向上及び住環境の改善を図る。

＜事業の概要＞
　・測量設計、用地測量、工事、補償費事務的経費等

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルスによる出張等の中止による減額
　【補正概要等】
　　普通旅費　△13千円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 801 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金 2,194
07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 13 △13 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 85 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 7,832 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 701 予備費
14 工事請負費 31,613
15 原材料費 合　計 43,239 △13

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

08款 04項 05目 000100000事業 社会資本整備総合交付金事業潮海寺地区計画
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款 08 04 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

土木費 項 都市計画費 06 公園費 所属 0101070200-0000 都市計画課

事　　業

0002 都市公園管理費 (簡略番号：004705) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 49,488 △230 49,258 40,711 8,548

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 638 638

一般財源 48,850 △230 48,620

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 05 良好な住環境や道路・公園を次世代に引き継ぐまちづくり
　施　　策 04 公園などの整備を進めます（都市計画課）

＜事業の目的＞
　都市公園の維持管理を行ない、利用者が安心で憩いの場として利用しやすい公園の維持を
　図る。

＜事業の概要＞
　・除草作業委託料

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

　・建物共済、傷害保険料
　・水景施設委託料
　・浄化槽保守点検委託料
　・公園遊具保守、大腸菌検査点検委託料
　・緑花木管理委託料
　・指定管理料

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　都市公園遊具保守点検業務委託費確定による減額
　【補正概要等】
　必要額－当初予算額＝補正額
　444,400円－675,000円＝△230,600円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 6,227 25 寄附金
11 役務費 559 26 公課費
12 委託料 42,602 △230 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 100 合　計 49,488 △230

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

08款 04項 06目 000200000事業 都市公園管理費
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款 08 05 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

土木費 項 住宅費 01 住宅管理費 所属 0101070200-0000 都市計画課

事　　業

0001 建築住宅推進費 (簡略番号：010511) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 324 △127 197 197

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 63 △63
地方債
その他

一般財源 261 △64 197

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 05 良好な住環境や道路・公園を次世代に引き継ぐまちづくり
　施　　策 01 良好な住環境をつくります

＜事業の目的＞
　住宅施策の推進及び建築・住宅担当職員の質の向上を図ることにより、住生活の安定の確
　保並びに国民の生命・財産を保護するとともに、良好な住環境を守ることを目的とする。

＜事業の概要＞
　・建築基準法等に係る事務及び建築関係市町職員研修会への参加
　・県住宅行政連絡協議会及び県公共建築推進協議会等への参加
　・応急危険度判定、応急仮設住宅及び住宅の応急修理に係る研修会への参加
　・県総合防災訓練における応急危険度判定の実施

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　県総合防災訓練における応急危険度判定訓練が中止となり、当該訓練で使用する予定だっ
　た備品購入費が不要になったことによる減額

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 31 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　【補正概要等】
　○備品購入費
　　県訓練用消耗品的備品
　　R2年度総合防災訓練　応急危険度判定訓練用　レーザー距離計
　　△11,500円×10個×1.1＝△126,500円≒△127,000円　　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 127 △127
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 30
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 20 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 116 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 324 △127

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 17020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） △63

08款 05項 01目 000100000事業 建築住宅推進費
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款 08 05 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

土木費 項 住宅費 01 住宅管理費 所属 0101070200-0000 都市計画課

事　　業

0004 市営住宅管理費 (簡略番号：004764) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 13,210 △218 12,992 8,269 4,724

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 13,210 △218 12,992

一般財源

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 05 良好な住環境や道路・公園を次世代に引き継ぐまちづくり
　施　　策 08 市営住宅を適切に維持管理し、長寿命化を図ります

＜事業の目的＞
　市営住宅の維持管理を適切に行い、市営住宅入居者へ安全で快適な住環境を提供すること
　を目的とする。

＜事業の概要＞
　市営住宅敷地内の緑花木の維持管理、給水施設、消防設備、昇降機、公園遊具の保守点検
　、市営住宅管理システムの保守管理を適切に行う。
　また、必要に応じて維持管理上必要な修繕及び消耗品の購入等を実施する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　市営住宅設備（給水施設・消防設備）保守点検業務委託の事業費確定に伴う予算額の減
　【補正概要等】
　○委託料
　　市営住宅設備保守点検委託料　　
　　執行額（確定額）－予算額＝補正額
　　745,800円－964,000円＝△218,200円≒△218,000円

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 10 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 4,446 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 492 26 公課費
12 委託料 6,910 △218 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 1,352 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 13,210 △218

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
使用料 15010502001 市営住宅使用料 △218

08款 05項 01目 000400000事業 市営住宅管理費
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款 09 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 01 常備消防費 所属 0106010000-0000 消防本部

事　　業

0002 救急活動事業費 (簡略番号：004825) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,101 135 2,236 543 1,694

財
源
内
訳

国庫支出金 91 91
県支出金 44 44
地方債
その他

一般財源 2,101 2,101

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります（消防署）

＜事業の目的＞
　資機材の整備や保守及び装備を充実し、災害に強い安心・安全なまちづくりに取り組むと
　ともに、災害に対して迅速かつ的確な活動を行うため、職員の資質向上を図る。

＜事業の概要＞
　救急活動に必要な資機材の整備及び適切な維持管理を行うとともに、救急現場を想定した
　各種訓練を実施し、隊員の技術、能力、知識を高める。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染者及び感染疑いの患者を救急搬送する際に、必要となる消耗品
　購入費用を補正するもの。
　【補正概要等】
　・感染防止衣（タイベック）50枚（＠1,600円）88,000円（税込）
　・マスク（N95）60枚（＠200円）13,200円（税込）
　・保護メガネ 20個（＠1,500円）33,000円（税込）
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 1,223 135 25 寄附金
11 役務費 374 26 公課費
12 委託料 504 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,101 135

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫支出金 16020110001 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 91

都道府県支出金 17020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） 44

09款 01項 01目 000200000事業 救急活動事業費
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款 09 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 01 常備消防費 所属 0106010000-0000 消防本部

事　　業

0007 常備消防総務費 (簡略番号：004901) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 14,951 △113 14,838 3,382 11,457

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 1 1

一般財源 14,950 △113 14,837

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります（消防総務課）

＜事業の目的＞
　静岡県消防学校等へ職員を派遣し、専門知識や技術力の向上を図る。

＜事業の概要＞
　教育や各種研修等の受講により、職員一人一人のレベルアップに取り組む。

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 1,086 △113 23 投資及び出資金

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症対策の為、総会等に職員の参加が無くなったため
　【補正概要等】
　　08節　普通旅費　△113千円
　　　　・総会等出席への普通旅費

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 2,081 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 3,944
03 職員手当等 349 18 負担金､補助及び交付金 4,582
04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 802 25 寄附金
11 役務費 215 26 公課費
12 委託料 144 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 1,748 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 14,951 △113

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

09款 01項 01目 000700000事業 常備消防総務費
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款 09 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 02 非常備消防費 所属 0106010000-0000 消防本部

事　　業

0002 消防団運営費 (簡略番号：004968) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 36,214 △339 35,875 10,663 25,213

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 96 96
地方債
その他 8,579 8,579

一般財源 27,539 △339 27,200

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 06 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　適切な消防団運営に向け、消防団活動の円滑化を図る。

＜事業の概要＞
　手当等の支給により、消防団活動の円滑化を図るととともに、各種研修等を受講して消防
　団員の技術や知識の向上に取り組む。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症対策の為、査閲大会中止に伴う減額
　【補正概要等】
　　07節　報償費　△194千円
　　　　・査閲大会における指導員謝礼、表彰費、参加費
　　10節　需用費　△145千円

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 10,333 △194 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 441 23 投資及び出資金
09 交際費 40 24 積立金

　　　　・査閲大会の資機材購入費、来賓用弁当代　　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 6,751 18 負担金､補助及び交付金 17,072
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 1,570 △145 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 7 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 36,214 △339

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

09款 01項 02目 000200000事業 消防団運営費
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款 09 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 03 消防施設費 所属 0106010000-0000 消防本部

事　　業

0005 大規模訓練事業費 (簡略番号：013215) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,427 △1,427

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 712 △712
地方債
その他

一般財源 715 △715

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 06 災害に強いまちをつくります（消防警防課）

＜事業の目的＞
　大規模災害対応訓練を実施し、防災力の向上を図る。

＜事業の概要＞
　総合防災訓練等の大規模災害対応訓練で使用する資機材等を整備する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　　静岡県総合防災訓練中止の為減額
　【補正概要等】
　　　10節　需用費　△663千円
　　　　　・令和２年度静岡県総合防災訓練の消耗品費
　　　17節　備品購入費　△764千円
　　　　　・令和２年度静岡県総合防災訓練の備品購入費

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 663 △663 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 764 △764
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,427 △1,427

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 17020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） △712

09款 01項 03目 000500000事業 大規模訓練事業費
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款 09 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 04 水防費 所属 0101020100-0000 危機管理課

事　　業

0001 水防団活動費 (簡略番号：005103) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,102 △27 1,075 1,075

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 118 118
地方債
その他

一般財源 984 △27 957

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 08 自主防災組織の体制及び連携強化を図ります

＜事業の目的＞
　水防団の活動や水防訓練に要する経費

＜事業の概要＞
　水防団出動に要する手当、水害対策に必要な資機材の購入

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　令和２年６月７日（日）に予定されていた水防訓練が、新型コロナウイルス感染症拡大
　防止のため開催規模を縮小したことによる減額
　【補正概要等】
　　当初予算に計上していた水防資機材借上料及び水防訓練会場使用料の減額

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 500 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 505 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 29 △27 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 68 合　計 1,102 △27

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

09款 01項 04目 000100000事業 水防団活動費
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款 09 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 05 防災対策費 所属 0101020100-0000 危機管理課

事　　業

0007 防災啓発事業費 (簡略番号：005240) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 915 △439 476 282 195

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 77 △77
地方債
その他 199 △199

一般財源 639 △163 476

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 09 市民の防災意識の高揚を図ります（危機管理課）

＜事業の目的＞
　防災に関する知識を高め、防災に対する意識の向上を図ることを目的とし、大人から子供
　まで、誰もが気軽に参加できるイベント及び講演会を開催する。

＜事業の概要＞
　市民が防災に関する知識を習得する場として防災フェア及び防災講演会を開催する。また

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 140 △80 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

　、地区から求められるＨＵＧ等の防災講座を菊川市防災士委員会へ依頼するための謝礼

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　令和２年５月１７日（日）に予定されていた菊川市防災フェアが、新型コロナウイルス
　感染症拡大防止のため中止になったことによる減額
　【補正概要等】
　　当初予算に計上していた講師謝礼、消耗品費、燃料費、賄材料費、交通整理手数料、会
　場使用料の減額

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 553 △137 25 寄附金
11 役務費 33 △33 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 189 △189 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 915 △439

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 17020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） △77

諸収入 22050207032 地域振興セミナー開催事業補助金 △199

09款 01項 05目 000700000事業 防災啓発事業費
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款 09 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 05 防災対策費 所属 0101020100-0000 危機管理課

事　　業

0010 防災対策総務費 (簡略番号：005267) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,643 △11 2,632 17 2,616

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 2,643 △11 2,632

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 03 災害に強いまちをつくります（危機管理課）

＜事業の目的＞
　防災対策に要する事務的経費や協議会への負担金

＜事業の概要＞
　防災対策に要する需要費、事務的経費、防災対策に係る会議・研修会等旅費、防災ネット
　ワーク端末に係る消耗品代等及び県防災無線運営協議会など４団体への負担金、ふじのく
　に防災士養成講座受講費用に対する補助金

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、静岡県・御前崎市・菊川市総合防災訓練の
　中止、水防訓練の規模縮小になったことによる減額
　【補正概要等】
　　静岡県・御前崎市・菊川市総合防災訓練の打合せに伴う普通旅費の減額、水防訓練の規

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 162 △11 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　模縮小に伴う普通旅費の減額

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 2,414
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 50 25 寄附金
11 役務費 17 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,643 △11

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

09款 01項 05目 001000000事業 防災対策総務費
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款 09 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 05 防災対策費 所属 0101020100-0000 危機管理課

事　　業

0011 自主防災組織事業費 (簡略番号：010206) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,591 △155 1,436 22 1,415

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 163 163
地方債
その他

一般財源 1,428 △155 1,273

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 08 自主防災組織の体制及び連携強化を図ります

＜事業の目的＞
　自主防災会を対象とした説明会の開催、防災指導員の活動支援をとおして地域防災力の向
　上を推進する。

＜事業の概要＞
　防災指導員の活動に要する報償費、消耗品、備品の購入

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　令和２年５月１７日（日）に予定されていた菊川市防災フェアが、新型コロナウイルス
　感染症拡大防止のため中止になったことによる減額
　【補正概要等】
　　防災フェアに出役する防災指導員謝礼の減額

07 報償費 1,054 △155 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 84 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 409
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 44 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,591 △155

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

09款 01項 05目 001100000事業 自主防災組織事業費
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款 09 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 05 防災対策費 所属 0101020100-0000 危機管理課

事　　業

0017 県総合防災訓練事業費 (簡略番号：013176) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 10,758 △10,758

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 5,376 △5,376
地方債
その他

一般財源 5,382 △5,382

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち
　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 11 市民の防災活動への参加を推進します（危機管理課）

＜事業の目的＞
　令和２年度には、静岡県と菊川市及び御前崎市との共催により総合防災訓練を実施する。

＜事業の概要＞
　県、市、防災関係機関、自主防災会、企業及び市民団体が参加し、大規模地震により被災
　した場合におけるそれぞれの役割や手続き等の確認を行うことにより、参加者全体の防災
　力の向上を図る。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　令和２年８月30日（日）に予定されていた静岡県・御前崎市・菊川市総合防災訓練が、
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止になったことによる減額
　【補正概要等】
　　危機管理課の当初予算に計上していた訓練に必要な経費の全額を減額する。

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 5,024 △5,024
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 270 △270 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 46 △46 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 2,277 △2,277 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 3,079 △3,079 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 62 △62 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 10,758 △10,758

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 17020801002 地震・津波対策等減災交付金（業務活動） △5,376

09款 01項 05目 001700000事業 県総合防災訓練事業費
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款 10 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 教育総務費 02 事務局費 所属 0103010200-0000 学校教育課

事　　業

0001 事務局総務費(学校教育課) (簡略番号：005444) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 83,727 1,825 85,552 72,500 13,053

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 13,341 13,341

一般財源 70,386 1,825 72,211

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 04 子どもの「生きる力」を育むまちづくり
　施　　策 02 「一人ひとりが生きる教育」を推進します

＜事業の目的＞
　各小中学校の円滑な運営に資するため、学校教育課事務局として適切な対応を行う。

＜事業の概要＞
　各小中学校の円滑な運営に資するため、学校教育課事務局として適切な対応を行う。
　また、校務支援システムの導入により、教職員の働き方改革の推進を図る。

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 166 23 投資及び出資金

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　市立小中学校における新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る学校保健衛生品を購入す
　るもの。
　【補正概要等】
　１クラスあたりの必要額（３か月分）
　・手指消毒剤500ｍｌ　@1,500円　1個　1,650円
　・次亜塩素酸消毒液（用具、施設用）20ℓ　@6,500円　0.5本　3,575円
　・使い捨てマスク　@40円　90枚　3,960円
　・固形石鹸　@36円　4個　158円
　・泡石鹸　@190円　2個　418円
　・給食用当番手袋　@2円　650個　1,430円
　計　11,191円
　11,191円×163クラス＝1,824,133円
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 2,137 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 447 18 負担金､補助及び交付金 6,169
04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 125 1,825 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 66,229 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 8,454 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 83,727 1,825

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 01項 02目 000100000事業 事務局総務費(学校教育課)
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款 10 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 教育総務費 02 事務局費 所属 0103010200-0000 学校教育課

事　　業

0005 教育活動推進費 (簡略番号：012938) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 34,810 △825 33,985 2,141 31,845

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 34,810 △825 33,985

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 04 子どもの「生きる力」を育むまちづくり
　施　　策 02 「一人ひとりが生きる教育」を推進します

＜事業の目的＞
　小・中学校の英語活動の推進、教育相談、特別な教育的支援を必要とする児童･生徒への
　対応等を行うとともに、市内小中学生の親睦を図るための行事を実施する。

＜事業の概要＞
　英語活動の推進や各種支援体制の構築のため、適切かつ計画的な人員配置を実施しながら
　、児童・生徒に対してきめ細やかなサポート体制を築く。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナ感染症拡大予防のため、小学校演劇鑑賞会（6/23開催）を中止することによ
　る会場使用料及びバス借上料の減
　【補正概要等】
　　会場使用料　△125,000円

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 100 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 1,402 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　　バス借上料　△700,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 30,461 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 1,875 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 143 25 寄附金
11 役務費 4 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 825 △825 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 34,810 △825

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 01項 02目 000500000事業 教育活動推進費
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款 10 05 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 社会教育費 01 社会教育総務費 所属 0103010300-0000 社会教育課

事　　業

0001 社会教育委員活動費 (簡略番号：006551) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 407 △39 368 368

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 407 △39 368

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 05 人を育み、若者を育てるまちづくり
　施　　策 01 地域で子どもを守り育てる取り組みを進めます

＜事業の目的＞
　　社会教育及び学校教育等の関係者並びに学識経験のある者の中から委員を委嘱し、社会
　教育事業に関する意見を求める会議を開催する。

＜事業の概要＞
　　社会教育法に基づき社会教育委員会を設置し、市の事業進捗や諸計画について意見を求
　める。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、第１回社会教育委員会(4/23開催）を中止
　したことによる社会教育委員報酬の減
　【補正概要等】
　　社会教育委員報酬　△39,000円

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 42 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 342 △39 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 23
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 407 △39

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 05項 01目 000100000事業 社会教育委員活動費
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款 10 05 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 社会教育費 02 社会教育振興費 所属 0103010300-0000 社会教育課

事　　業

0001 生涯学習まちづくり費 (簡略番号：006611) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,011 △717 1,294 1,294

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 930 △15 915

一般財源 1,081 △702 379

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 06 生涯にわたり学べるまちづくり
　施　　策 01 生涯学習活動を推進します

＜事業の目的＞
　　生涯学習のまちづくりを実現するため、生涯学習に関する情報収集や情報提供とともに
　学習機会を設けることで生涯学習の推進を図る。

＜事業の概要＞
　　生涯学習推進員への研修会を行い地区・自治会における活動の推進を図る。市民の自主
　企画講座を支援し学習活動がより活発になるよう生涯学習だよりを発行する。「ステップ
　アップ講座」においては市民目線のニーズを配慮することで市民の学習意欲を促す。また
　、「ことぶき講座」では高齢者特有の課題も含めた内容を学習に組み込む。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症拡大予防に伴う外出自粛等の影響により、ステップアップ
　講座への応募が減少し、一部が休講となったことによる講師謝礼の減及び託児利用希望が
　なかったことによる託児手数料の減
　【補正概要等】
　　講師謝礼　　△600,000円
　　託児手数料　△117,000円
　
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 1,266 △600 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 389 25 寄附金
11 役務費 117 △117 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 239 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,011 △717

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
諸収入 22050208009 ベビーシッター利用料 △15

10款 05項 02目 000100000事業 生涯学習まちづくり費
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款 10 05 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 社会教育費 03 学級費 所属 0103010300-0000 社会教育課

事　　業

0002 青少年対策費 (簡略番号：006718) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 536 △45 491 158 333

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 30 30

一般財源 506 △45 461

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 05 人を育み、若者を育てるまちづくり
　施　　策 01 地域で子どもを守り育てる取り組みを進めます

＜事業の目的＞
　　次世代を担う子どもたちが、豊かな人間性とたくましさを備えるべき健全な環境づくり
　を地域全体で推進する。

＜事業の概要＞
　　青少年が健やかに育つ環境づくりや非行防止のために各地区や関係団体の参加や協力を

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 20 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 72 △45 23 投資及び出資金

　求め、共に地域における青少年健全育成活動を推進する。また、個別の青少年関係団体を
　支援・強化することで、自主的な活動を推進していくことを狙いとする。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、青少年健全育成市民会議常任委員会(６/11
　開催)を中止したことによる費用弁償の減
　【補正概要等】
　　青少年健全育成市民会議常任委員会費用弁償　△45,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 291
04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 41 25 寄附金
11 役務費 23 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 89 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 536 △45

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 05項 03目 000200000事業 青少年対策費
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款 10 05 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 社会教育費 04 芸術文化振興費 所属 0103010300-0000 社会教育課

事　　業

0001 芸術文化事業振興費 (簡略番号：006756) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 3,525 △130 3,395 1,220 2,175

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 30 30

一般財源 3,495 △130 3,365

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 07 芸術や文化に親しみ歴史・文化遺産が継承され活かされているまちづくり
　施　　策 02 市民の文化・芸術活動を支援します

＜事業の目的＞
　　市民が広く芸術や文化に親しむ機会及び発表の場の提供を行う。また、文化振興
　計画に基づき、関連事業を含めた進捗管理を図る。

＜事業の概要＞
　　現文化振興計画が令和３年度をもって計画期間が終了することから、文化振興計画策定
　委員を委嘱し、第２次菊川市文化振興計画の策定に取り組む。
　　市民が文化芸術活動に参加・発表する機会として市文化祭等を開催する。
　　芸術文化全般の振興のため、文化協会活動を支援する。
　　創作活動の振興として文芸作品（小説、短歌、随筆等）を募集し、編集委員による選考
　を行い文芸誌「文苑きくがわ」を刊行する。

＜令和２年度実施内容＞
　　【補正理由】

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 168 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 96 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、菊川市写生大会(５/17開催）を中止したこ
　とによる展示発表会委託料の減
　　【補正概要等】
　　展示発表会委託料　△130,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 1,550
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 396 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 1,315 △130 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,525 △130

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 05項 04目 000100000事業 芸術文化事業振興費
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款 10 06 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 保健体育費 01 保健体育総務費 所属 0103010300-0000 社会教育課

事　　業

0001 保健体育総務費 (簡略番号：007114) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 893 △555 338 1 338

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 893 △555 338

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 08 スポーツが盛んなまちづくり
　施　　策 01 誰もがスポーツに触れ合う機会を創出します

＜事業の目的＞
　　市のスポーツ推進計画をはじめ施設整備、スポーツ事業等に関する事項の調整・審議を
　目的に市スポーツ推進審議会を置く。
　　2020東京オリンピック・パラリンピックの機運醸成を図る。

＜事業の概要＞
　　スポーツ事業に関する諮問機関として、スポーツ推進審議会を置き、審議会を開催す
　る。
　　2020東京オリンピック・パラリンピックの開催に合わせ、ホストタウン交流を図るほ
　か、パラリンピックの採火式及び聖火リレーを執り行う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　東京2020オリンピック・パラリンピック延期のため、ホストタウンに係る経費の減
　【補正概要等】
　　講師謝礼　　△110,000円
　　消耗品費　　△120,000円
　　食糧費　　　△105,000円
　　会場使用料　△ 60,000円
　　バス借上料　△160,000円

07 報償費 110 △110 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 142 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 230 △225 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 162 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 29
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 220 △220 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 893 △555

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 06項 01目 000100000事業 保健体育総務費
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款 10 06 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 保健体育費 02 体育振興費 所属 0103010300-0000 社会教育課

事　　業

0001 スポーツ推進委員活動費 (簡略番号：007144) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 3,391 △543 2,848 271 2,578

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 3,391 △543 2,848

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 08 スポーツが盛んなまちづくり
　施　　策 01 誰もがスポーツに触れ合う機会を創出します

＜事業の目的＞
　　市民に生涯スポーツの推進を図ることを目的に、スポーツ推進委員と連携し、教育委員
　会が主催する各種スポーツ事業を進める。また、地域スポーツ活動の展開につなげてい
　く。
　

＜事業の概要＞
　　スポーツ基本法の規定に基づき、スポーツ推進委員を委嘱し、委員との連携のもと、教
　育委員会が計画する各種スポーツ事業（教室や大会）を実施する。また、研修等により推
　進委員の資質向上と活動の充実を図る。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、スポーツ推進委員が出役する定例会や研修会
　等を中止したことによるスポーツ推進委員費用弁償の減
　【補正概要等】
　　スポーツ推進委員費用弁償　△543,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 248
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 2,436 △543 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 229 25 寄附金
11 役務費 56 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 422 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,391 △543

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 06項 02目 000100000事業 スポーツ推進委員活動費
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款 10 06 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 保健体育費 02 体育振興費 所属 0103010300-0000 社会教育課

事　　業

0003 生涯スポーツ推進費 (簡略番号：007167) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,549 △1,177 1,372 1,372

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 50 50

一般財源 2,499 △1,177 1,322

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 08 スポーツが盛んなまちづくり
　施　　策 01 誰もがスポーツに触れ合う機会を創出します

＜事業の目的＞
　　市民一人ひとりが健康で心豊かな生活を送ることができるよう、誰もがいつでも気軽に
　取り組むことのできる軽スポーツや体操を主としたスポーツ教室を開催し、市民の健康、
　体力づくりや生きがいづくりにつながる一人１スポーツを奨励する。

＜事業の概要＞

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 2,475 △1,177 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

　　親子スポーツ教室やシニア健康体操教室の開催のほか、スポーツ委員の活動を通じて生
　涯スポーツの推進を図る。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、スポーツ委員研修会を中止したことによるス
　ポーツ委員謝礼の減
　【補正概要等】
　　スポーツ委員謝礼△1,177,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 26 25 寄附金
11 役務費 27 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 21 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,549 △1,177

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 06項 02目 000300000事業 生涯スポーツ推進費
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款 10 06 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 保健体育費 02 体育振興費 所属 0103010300-0000 社会教育課

事　　業

0004 スポーツ大会推進費 (簡略番号：007181) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 3,879 △16 3,863 3,863

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 50 50

一般財源 3,829 △16 3,813

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 02 健康で元気に暮らせるまち
　政　　策 08 スポーツが盛んなまちづくり
　施　　策 01 誰もがスポーツに触れ合う機会を創出します

＜事業の目的＞
　　子どもから高齢者まで幅広い年齢層を対象に、市民が気軽に参加できる軽スポーツを中
　心に市主催大会を開催し、スポーツをとおして多世代間の交流を促進すると共に、健康で
　心豊かな人づくりに寄与する。
　　

＜事業の概要＞
　　市民健康駅伝競走大会、スポーツレクリエーションフェスティバル、陸上選手権大会、
　静岡県市町対抗駅伝大会、各種スポーツ大会の運営を進める。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、体力測定会（5/17、6/21）を中止したことに
　よるスポーツ傷害保険料及び会場使用料の減

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

　【補正概要等】
　　スポーツ傷害保険料△9,000円
　　会場使用料△7,000円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 190
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

10 需用費 589 25 寄附金
11 役務費 64 △9 26 公課費
12 委託料 2,753 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 283 △7 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,879 △16

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 06項 02目 000400000事業 スポーツ大会推進費
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款 10 06 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 保健体育費 04 共同調理場費 所属 0103010100-0000 教育総務課

事　　業

0007 給食センター施設整備費 (簡略番号：010712) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 3,407 △107 3,300 3,300

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 3,407 △107 3,300

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 03 安全・安心な教育環境が整ったまちづくり
　施　　策 03 安全でおいしい給食を安定的に提供します

＜事業の目的＞
　安心安全な給食作りを進めるため、衛生面に十分配慮した給食施設設備の維持管理に努め
　、経年老朽化した設備の計画的な更新を図る。

＜事業の概要＞
　給食センターの施設・設備の状況により、事業実施計画を作成し、効率的な工事発注を行
　う。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　プレハブ恒温高湿庫改修事業金額確定による減額
　【補正概要等】
　　事業費確定による請負差金による減額　△107千円

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費 3,407 △107
15 原材料費 合　計 3,407 △107

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 06項 04目 000700000事業 給食センター施設整備費
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款 10 07 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

教育費 項 こども園費 01 こども園費 所属 0101060101-0000 こども政策課（おおぞら）

事　　業

0002 公立認定こども園総務費 (簡略番号：007369) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 85,495 △52 85,443 10,064 75,380

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他 21,043 21,043

一般財源 64,452 △52 64,400

＜総合計画における位置付け＞
　基本目標 01 子どもがいきいき育つまち
　政　　策 01 安心して子育てができ、子どもが健やかに育つまちづくり
　施　　策 03 安心できる子育て環境を整備します

＜事業の目的＞
　幼保連携型認定こども園として、保育園・幼稚園のもつ機能と専門性を活かし、乳幼児期
　にふさわしい安心・安全な環境で教育と保育を一体的に行うとともに、一人ひとりの成長
　と発達を促す質の高い乳幼児教育を行う。

＜事業の概要＞
　おおぞら認定こども園の運営を円滑に行うための経費を支出する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　　　関東ブロック保育研究大会(長野県)が中止になったことによる普通旅費の減額
　
　【補正概要等】
　　・旅費
　　　普通旅費　△52千円

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 55,934 16 公有財産購入費
02 給料 4,951 17 備品購入費 130
03 職員手当等 10,457 18 負担金､補助及び交付金 261
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 46 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 1,365 △52 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 11,020 25 寄附金
11 役務費 783 26 公課費
12 委託料 121 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 427 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 85,495 △52

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

10款 07項 01目 000200000事業 公立認定こども園総務費
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款 13 01 目

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

歳出予算事業概要書令和 2年度 001 一般会計
現年 ４号補正 （単位：千円）

予備費 項 予備費 01 予備費 所属 0101030200-0000 財政課

事　　業

0001 予備費（一般会計） (簡略番号：007496) 区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 29,371 20,000 49,371 49,371

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債
その他

一般財源 29,371 20,000 49,371

＜総合計画における位置付け＞
　その他事業 62 将来にわたり持続可能な財政基盤を構築する
　概　　要　 01 安定した財政基盤の構築
　事　　務　 01 財政の健全化

＜事業の目的＞
　　予算外の支出または歳出予算を超過した支出に充てるための予備費を予算計上し円滑な
　財政運営を図る。

＜事業の概要＞
　　地方自治法第217条に基づき予備費を予算計上するとともに、緊急に予算外の支出また

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

　は歳出予算を超過した支出が発生した場合には必要性を吟味したうえで適切に充用する。

＜令和２年度実施内容＞
　【補正理由】
　・新型コロナウイルス感染症の流行や台風災害の発生等、緊急の支出の発生に備え、予備
　費を増額するもの。
　(地方自治法第217条)
　【補正概要等】
　・当初予算額30,000千円＋補正要求額20,000千円＝補正後予算額50,000千円
　
　
　

節 補正前の額 今回補正額 節 補正前の額 今回補正額
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費 29,371 20,000
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 29,371 20,000

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

13款 01項 01目 000100000事業 予備費（一般会計）
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歳入 （単位：千円）

款 項 目 節 節名称
部門
名称

補正前
予算額
(a)

今　回
補正額
(b)

補正後
予算額
(a+b)

説　　　　　　　　明

16 1 1 9
生活保護費国庫負
担金

福祉課 6,937 7,979 14,916
住居確保給付金支給額増に伴う国庫負担金の増
＜充当先＞3.3.1.2　生活困窮者自立支援事業費　7,979千円

16 1 1 10
介護保険推進費負
担金

長寿介護課 6,728 5,231 11,959
低所得者保険料軽減完全実施に伴う国負担金の増額
＜充当先＞3.1.6.6　特別会計繰出金　5,231千円

16 2 1 10
地方創生臨時交付
金

企画政策課 70,468 43,091 113,559

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の増額
＜充当先＞
6.1.3.22　新型コロナ対策小規模企業者緊急応援事業費　3,000千円
7.1.2.4　経済変動対策貸付金利子補給事業費　13,000千円
7.1.2.5　新型コロナ対策小規模企業者緊急応援事業費　10,000千円
7.1.2.6　新型コロナウイルス感染症対策支援事業費　17,000千円
9.1.1.2　救急活動事業費　91千円

16 2 2 3
障害者地域生活支
援事業費補助金

福祉課 3,461 △ 450 3,011
手話通訳者奉仕員養成講座の中止に伴う国庫補助金の減額
＜充当先＞3.1.2.8　障害者地域生活支援事業費　△450千円

16 2 2 4 児童福祉費補助金 こども政策課 38,585 9,253 47,838

・補助基本額の変更及び令和２年度保育所等整備交付金交付要綱の基
準単価変更に伴う国庫補助金の増額
・リフレッシュ・一時保育事業の利用減少に伴う国庫補助金の減額
＜充当先＞
3.2.1.22　幼保施設整備補助費（保育）　9,328千円
3.2.1.24　保育事業費（家庭保育支援）　△75千円

16 2 3 4
母子保健衛生費補
助金

子育て応援課 2,000 36 2,036
厚生労働省から送付されるマスクを妊婦に送付するための通信運搬費
相当額の増額
＜充当先＞4.1.5.1　母子保健事業費　36千円

17 1 1 10
介護保険推進費負
担金

長寿介護課 3,364 2,615 5,979
低所得者保険料軽減完全実施に伴う県負担金の増額
＜充当先＞3.1.6.6　特別会計繰出金　2,615千円

17 2 2 2
障害者地域生活支
援事業費補助金

福祉課 1,730 △ 225 1,505
手話通訳者奉仕員養成講座の中止に伴う県費補助金の減額
＜充当先＞3.1.2.8　障害者地域生活支援事業費　△225千円

17 2 2 6 児童福祉費補助金 こども政策課 660 △ 75 585
リフレッシュ・一時保育事業の利用減少に伴う県費補助金の減額
＜充当先＞3.2.1.24　保育事業費（家庭保育支援）　△75千円
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歳入 （単位：千円）

款 項 目 節 節名称
部門
名称

補正前
予算額
(a)

今　回
補正額
(b)

補正後
予算額
(a+b)

説　　　　　　　　明

17 2 3 2 保健衛生費補助金 健康づくり課 2,296 △ 56 2,240
新型コロナウイルス感染症拡大の影響による事業中止に伴う県費補助
金の減額
＜充当先＞4.1.6.2　健康増進事業費　△56千円

17 2 8 1
地震対策特別推進
費補助金

危機管理課 49,446 △ 8,076 41,370

新型コロナウイルス感染症対策資機材の購入による増額及び、新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響による総合防災訓練及び防災フェア中
止に伴う減額
＜充当先＞
4.1.1.1　医療救護費　1,381千円
4.1.9.13　県総合防災訓練事業費　△981千円
8.1.1.1　公用車管理費（建設課）　△2,292千円
8.5.1.1　建築住宅推進費　△63千円
9.1.1.2　救急活動事業費　44千円
9.1.3.5　大規模訓練事業費　△712千円
9.1.5.7　防災啓発事業費　△77千円
9.1.5.17　県総合防災訓練事業費　△5,376千円

20 2 1 1
財政調整基金繰入
金

財政課 470,133 △ 54,537 415,596 今回の補正により生じた財源により財政調整基金の取崩しを減額

22 5 2 1 総務費雑入 総務課 1,057 △ 486 571
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により研修が中止になったこと
に伴う県市町村振興協会研修助成金の減額
＜充当先＞2.1.1.2　職員研修費　△486千円

22 5 2 2 民生費雑入 こども政策課 1,980 △ 226 1,754
リフレッシュ・一時保育事業の利用減少に伴う利用料の減額
＜充当先＞3.2.1.24　保育事業費（家庭保育支援）　△226千円

22 5 2 7 消防費雑入 危機管理課 2,000 443 2,443

新型コロナウイルス感染症拡大予防対策資機材購入による増額及び、
防災フェア中止に伴う補助金の減額
＜充当先＞
4.1.1.1　医療救護費　642千円
9.1.5.7　防災啓発事業費　△199千円

22 5 2 8 教育費雑入 社会教育課 15 △ 15 0
新型コロナウイルス感染症拡大の影響による事業中止に伴う利用料の
減額
＜充当先＞10.5.2.1　生涯学習まちづくり費　△15千円

23 1 5 1 合併特例債 こども政策課 25,800 △ 7,700 18,100
国庫補助金の増額に伴う起債額の減額
＜充当先＞3.2.1.22　幼保施設整備補助費（保育）　△7,700千円
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歳入 （単位：千円）

款 項 目 節 節名称
部門
名称

補正前
予算額
(a)

今　回
補正額
(b)

補正後
予算額
(a+b)

説　　　　　　　　明

23 1 5 1 合併特例債 都市計画課 17,000 △ 17,000 0
財源組替に伴う起債額の減額
＜充当先＞8.4.2.3　県費補助青葉通り嶺田線整備事業費　△17,000千
円

24,967,600 △ 20,200 24,947,400歳入合計
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